
水素エンジン車の
実用化

2021年7月12日
株式会社サティスファクトリー

作成者 K.T

サステナブルレポート No.98REPORT

テクノロジーエネルギー

Confidential information. Unauthorized use, reprinting, or reproduction is strictly prohibited. Satisfactory Group All Rights Reserved.



地球温暖化対策として求められる脱炭素

2ガソリンではない持続可能な燃料が求められる
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■モータースポーツはCO₂大量排出のイメージからカーボンニュートラル化へ

● 日本政府は2035年に新車販売で電動車100％を実現すると発表

● モータースポーツ業界では2014年より電気自動車（EV）レースを開催

● F1やWRCなどの既存のガソリンエンジンレースは環境に配慮した合成燃料の導入を検討している

出典：東洋経済ONLINE 出典：経済産業省「自動車新時代戦略会議中間整理」

■ 各国・地域の自動車の電動化目標 ■ Well to WheelでのCO2排出量比較



CO2排出ゼロの水素エンジン車の可能性

3環境配慮と迫力ある走行の魅力を両立
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■ 水素エンジンと水素燃料電池（FCV）の比較

■水素エンジン車と燃料電池車(FCV)の動力

図：筆者作成

■クリーンエネルギーとして注目される水素

出典：資源エネルギー庁

水素エンジン 水素燃料電池（FCV）

動力 水素と空気を燃焼して動くエンジン走行 水素と酸素の化学反応による燃料電池の電気を使うモーター走行

水素燃料 低純度の水素が使用可 ⇒ 水素生成コストを下げられる 高純度（99.97%以上）の水素

特性

⚫ 日本の強みである内燃機関の技術を活用

⚫ 燃焼の仕組みはガソリンエンジンと同様で、多くの部品を流用可

⚫ 低速時の加速に強く、アクセルの応答が速いスポーティーな走行

⚫ 低振動・低騒音の走行



五感で楽しめる水素エンジン車へ期待

4代替燃料で〖車を操る楽しさ〗を受け継いでいく
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■ エンジン車を諦めない、カーマニアへのアプローチ

● カーマニアは、電動車に対してモーターの乗り味に抵抗感を持っている

● 水素の燃焼速度はガソリンよりも早く、エンジンレスポンスが良く、エンジン音や振動を響かせられる

● ガソリンエンジンの蓄積した技術と、水素貯蔵タンクや水素補充の仕組みに、FCVの技術を活用できる

■ 日本の自動車産業におけるカーボンニュートラル

出典：トヨタイムズ

『カーボンニュートラルへの“大切な順番”とは自工会・豊田会長メッセージ』

■ カローラスポーツ、24時間レース完走

出典：トヨタイムズム

『水素エンジン24時間耐久レース全記録』（2021スーパー耐久富士）

記

録

走行距離 1,654km（358周）

走行時間 11時間54分

ビット時間 12時間6分（うち水素充填4時間5分）

水素充填回数 35回



参考：水素エネルギーの社会実用化
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カーボンニュートラルに向けて水素は身近なエネルギー

として期待されている。水素社会の実現と水素の活用の

取り組みは国や多くの産業と一体となって進めていく必

要があるようだ。自工会・豊田会長のメッセージの「サ

ステナブル＆プラクティカル（実用的）」のように、水

素が安く使いやすいものになることを切に願う。

■ 脱炭素・水素社会の実現に必要な水素サプライチェーン

出典：環境省
『脱炭素化に向けた水素サプライチェーン・プラットフォーム』
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